
長野県生まれ。東京大学大学院博士後期課程修了（農学博士）。博士号取得後は、東京大
学特任研究員として、日本産水産物の輸出促進に関する研究に従事。その傍らで岩手県の
水産加工会社のリサーチャーとして、冷凍刺身商材の輸出業務や生産者の海外市場見学
を支援する。2020年10月に、鹿児島大学水産学部の助教に就任。

鹿児島大学の研究者と対話できる「場」を定期的に開催し、産学連携のきっかけをつくることで
企業の抱える技術的な課題解決をサポートし、新しいビジネスの創出を目指します。

大学の研究をあなたのビジネスに活かしてみませんか。

発表テーマ

“冷凍刺身”が切り開く水産物の新たな販路

Techミーティングか
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ま

ソーホーかごしま
鹿児島市役所みなと大通り別館6階
（鹿児島市易居町1-2）

産学連携に
興味のある事業者

《第6回》

2023年

12月21日（木） 
14：00～15：30

《主催》鹿児島市 
《共催》鹿児島大学 南九州・南西諸島域イノベーションセンター 
https://www.city.kagoshima.lg.jp/san-sousyutu/techmeeting.html

「かごしまTechミーティング」運営事務局
（株式会社 鹿児島銀行地域支援部地域開発室内）
TEL：099-239-9718（直通） FAX：099-223-0852 E-mail:kaihatsu@ml.kagin.co.jp

申込はこちらから
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水産物は、海の状況により漁獲量や魚種、品質などが安定せず、価格も大きく変動します。また、腐りやすく、経済
価値が簡単に損なわれてしまう扱いの難しい食材です。当研究室では、水産物の生産から消費に至るまで、実態
に合わせた一連の流れを研究し直面している課題の把握を全国規模で進めています。私自身、冷凍技術を用い
た地場資源の活用に強い関心を持ち、岩手県の企業との共同研究にも取り組んでいます。今回は、実際に共同
研究で取り組んでいるビジネスモデルについてお話しするとともに、皆様が直面している現場の課題についても
お聞きしたいと考えています。ぜひ一緒に水産物の産地や流通の現場で直面する問題を解決していきましょう。

研究シー
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